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北方衛士問題の進展､解決には､我が国の政治･外交を後押しする大きな世論の盛り上がりが不

可欠である｡昨秋､内閣府が実施した調査にあったように国民の認識は低く､若い年齢層ほどその

度合いは高い｡洞爺湖サミットや先のサハリンでの首脳会畝でも進展はなかった｡独創的なアプロ
ーチも姿が見えず､失望感と焦燥感をつのらせている｡

このような状況を鑑みると､世論形成､マスメディアによる継続的な報道と後継者の育成が急務

となり､学校教育の中で北方領土教育を充実させ､確実に実践し続けていくことが今まで以上に重

要となる｡

二月｢北方領土教育者会議全国会議｣が開催された｡北方領土教育者会議は啓発活動の全国組織で

ある｢独立行政法人北方衛士問題対策協会｣が､従来からの､教育関係者の根室研修やビザなし訪問

の参加者個々による活動だけでは限界があることから､点から線へ､そして立体化するために平成

15年より教育者会議の設立を支援し始め､現在32都道府県に設立されている｡

本道は先駆的活動を続けている｢根室管内北方領土学習研究会｣を母体に｢社団法人北方衛士復帰

期成同盟｣が推進役となり発足して4年目を迎える｡

全国会議で北海道から､現状や会員の拡大､活動費不足等の課題のほかに､道教委が教育長計の

思索の中に北方衛士教育を取り上げ､すべての教員がこの学習について理解し適切に指導できる_よ

うに初任者研修の項目に取り入れる事が既に始まっていることを報告すると､参加者から"さすが

北海道"と感嘆の意見が出された｡

教育の不易は真実を教え学ばせることにある｡北方領土教育からは､国の主権や人権､平和につ

いて､先住民や環境問題､未来についても学ぶことができる｡その資料や指導案は豊富になってき

ている｡この教育に対する皆さんの更なる情勢向上と使命感､実践化が各地で仲間を拡大させ･児

童･生徒の胸に真実を刻み､やがて次代を担う後継者､主権者へと成長し､この活動が全国へとさ

らに広まっていくことを祈念しています｡
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今年度の動き

今年度北海道北方領土教育者会議が関わった活動の概略を記録しておきます｡

◇ ｢北方鏡土教育研究推進指定校｣推薦(別海町立西春別中学校)

◇研究会共催･後援

▼ 10/24　北方同盟主催｢北方飯土教育研究セミナー｣ (苫前町立苫前中学校)

▼ 12/ 1根室管内北方領土学習研究会主催｢第25回北方領土学習研究大会｣

(別海町立西春別中学校)

◇ ｢ビザなし訪問団員｣推薦2名(8/8-11色丹島､ 9/12-15択捉島)

◇講師派遣

▼ 6/5･ 12　道教委｢初任者研修｣ (吉岡代表､丹野)

▼ 7/31-8/1 ｢北方嶺土近畿ブロック研修会｣ (於･大阪､横揮･山崎)

▼ 8/I-　　根室市公民館講座(吉岡)

▼ 8/12-13　北対協｢教育者現地研修会｣ (於･根室､吉岡･横揮･関口)

▼ 10/25､ ll/1､ 3　教育大釧路校北方葡土講座(吉岡･関口)

▼ 2/6 ｢北方衛士返還大阪府民大会｣で講演(於･大阪府､横揮)

◇北方領土問題教育者会議全国会議出席

▼ 3/14 (於･東京､吉岡代表)

◇北方同盟作成『2009年版小学生用学習資料』改訂監修

◇ 『会報』発行(第9号～第12号)

(ピザなし交流帰港風景･ロサ･ルゴサ号)
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●教員の人事異動時期が来ました｡会員の皆さんで点か収まヮ度矛ぼ必列樹のFAXRRで

棚Frピー粛ください｡忘れずにお願いします｡

●会員拡大を進めなければなりません｡会費も義務もありません｡会員の皆さん､周りに声をか

けられる方がおりましたら､是非お願いいたします｡

● ｢会報｣ 10号にも書きましたが､北海道教育委員会が｢北海道教育推進計画｣の下で『北の大地に

根ざした豊かな学び推進事勤を設定し《北海道らしい教育の推進》を目指して指定校を選定し調

査研究を始めています｡その具体的な研究テーマの一つに"北方領土に関する学習Mが取り上げら

れ道内2地域4校が今後3年間の研究を経て､その成果を基に全道に普及･啓発をする計画です｡

会員の先生や所属の学校は､道教妻の指針を待たずに､少しずつでも授業実践を進めておくと､後

日あわてないですむだろうと思います｡教科等の学習に関連させて1時間からでいいので【北方

蘭土】という言葉を子どもたちに伝える機会を作って欲しいと思います｡道教委は"総合の時間

の学習"での推進研究です｡会員の方の実践事例･情報交流を是非お願いします｡


